
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：  医療法人渓仁会  渓仁会円山クリニック                      

受審施設の概要  

渓仁会円山クリニックは、北海道札幌市にあり、 1990年に人間ドック専門の施設として設

立された。札幌駅から 10分の円山公園近くに位置しており、公共交通機関の利便性に加え、

駐車場完備でアクセスはよい。敷地内には同クリニックが運営するフィットネスジムがあり、

人間ドック受診者の継続的なサポートが行われている。  

年間の受診者数は、一日ドック約 11,000人、二日ドック約 400人、その他の健診が約 40,000

人、さらに検診車による巡回検診を約 14,000人実施している。 2011年に初回の認定を受け、

今回が２回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

理念と基本方針については、ホームページ、施設内掲示板、職員用ポータルサイトに、医

療倫理・受診者の権利と併せて掲示され、本部の運営会議にて毎年見直されている。  

個人情報保護方針があり、見直しは法改定のタイミングで行われている。また、専門分科

会で懸案事項を定期的に検討し、職員・委託業者に対して個人情報に関するテストを年１回

実施し、理解の徹底に努めている。  

就業規則は適切に作成され、都度改定されている。職業倫理に関しては「職員行動基準ハ

ンドブック」を配布して教育を行い、違反行為に対しては制裁規定も設けられている。  

中期経営計画・年度事業計画・予算書等は高いレベルで作成されている。これらの情報が

部署や職員に浸透する様、会議やイントラネットで周知されている。取り組みは半年ごとに

レビューが行われており管理体制は適切である。詳細な計画書や報告書が作成されていて、

法人運営の緻密さがうかがえる。  

職員の体制は、常勤職員が十分に配置されている。健診専任医師が人間ドック専門医を取

得しており、その他超音波検査士、人間ドックアドバイザー、胃がん検診専門技師、健康運

動指導士などが在籍しており、連携して健診業務及び付随に従事している。認定や資格の更

新管理方法については、検討を望む。  

健診業務に関する会議については、運営会議が毎月開催され経営に関する課題解決が図ら

れている。クリニックの運営に関する会議や委員会が網羅的に組織されている。  

教育体制については、各部署において年間の教育研修計画を作成し、職員教育を実施して

いる。  

医療安全管理体制については、医療安全管理委員会を毎月開催している。インシデント報

告の実態把握及び再発防止策の検討が行われており適切である。再発防止策の検証に対する

フォローアップが不足しているので、さらなる取り組みを期待する。  

情報の管理体制については、法人で独自に構築しているＫＭＳ（渓仁会マネジメントシス

テム）により管理しており、トラブル発生時の対応や健診システムのバージョンアップの実

施など対応は適切である。法人全体の情報システム会議が毎月開催され、セキュリティ管理

が実施されている。サーバー室が設置され、入退室管理が行われている。  

高齢者や障害者等、配慮が必要な受診者への対応については、バリアフリー対応は適切で、

身体障害や認知症のある方に対する検査対応可否基準が設定されている。対象の方が受診さ

れる場合は、職員が情報を共有し対応できるように工夫して運用している。  

外国人受診者については、受入の仕組みが確立されている。外国語への対応は翻訳機を活

用するか、受診者に通訳同伴をお願いして対応している。  



 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

健診運営委員会にて、基本検査及びオプション検査の実施状況が確認され 、適切な検査項

目を実施している。  

受診者の利便性と受診環境については、待ち時間の緩和や各フロアの混雑解消の取り組み

があり、室温管理も行われている。女性専用の待合室や検査室が整備されている。  

医療面接・診察・各種検査・結果説明の担当者は明確である。当日の体調を含めた医療面

接での確認情報は健診システムに入力され、前回受診情報と共に、各部署で確認している。

上部内視鏡検査や胃部消化管検査では分かり易い説明が工夫されている。毎年、ＢＬＳの学

習会が実施されている。救急カートの整備や宿泊施設との緊急時の連絡方法は適切である。  

2020年に院内にブランチラボを設置し、主要検体の午前中の結果説明が可能となった。当

院と委託先の検査センターの職員が毎月集まり運営状況の確認が行われている。異常値やパ

ニック値の取り扱いは適切で、トラブル発生時の対応体制があり、検体検査の精度管理体制

は確立されている。腹部超音波検査は画像精度管理事業に参加されている。マンモグラフィ

では精度管理中央機構の認定施設である。  

検査結果の判定基準は日本人間ドック学会に準拠されている。画像などの読影・判定体制

が確立されている。胸部Ｘ線・上部消化管Ｘ線・マンモグラフィ・心電図の検査は専門医に

よる二重読影と比較読影が実施されている。読影や判定について検討される場として院内研

修会を実施している。眼底検査は眼科医が判定されている。各医療機関に精密検査を依頼し

た症例については、医療機関からの結果を保健指導科が取りまとめ、各専門科にフィードバ

ックしている。紹介件数の半数は同一法人の手稲渓仁会病院に紹介されており、電子カルテ

を利用して紹介後の状況の確認が可能である。  

医療面接の体制が確立され、診察前に看護師が既往歴や内服薬を確認して医師に伝達して

いる。検査結果報告書（当日分）が作成されて説明後受診者に渡されている。  

健診当日の結果説明の体制は確立され、画像説明を含み一人 10分～ 15分で行われている。

一時休止中の期間を除けば、６割から７割程度の実施率であり、向上に向けて更なる取り組

みが必要である。  

保健指導は、保健師６名・管理栄養士２名が個室の指導室４室を使用して 15分の指導時間

で実施している。実施率は、一日ドック 58.0％、二日ドック 56.5％である。指導スキルの平

準化のために指導マニュアルがあり、指導スタッフを育成するために教育プログラムが作成

されている。契約健保によっては当日階層化が行われて特定保健指導が実施されている。ま

た、生活習慣病外来及び禁煙外来の受診者、さらにメディカルフィットネスの会員に対して

も、医師、保健師、管理栄養士、健康運動指導士が連携を図り指導が行われている。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者からの意見・要望の把握体制は、各フロアに投書箱が４つ設置されている他、顧客

満足度調査が実施されている。要望事項は委員会で対応区分が判断され、改善活動に繋げら

れている。  

フォローアップ体制が確立され、マニュアルが作成されている。受診状況を把握するため、

往復はがきを送付して受診可否を確認している。返信が無い場合及び受診後２ヶ月以内に返

信が届かない方には、さらに受診勧奨ハガキの送付や保健師からの電話による受診勧奨も行

われている。  

悪性疾患に関する検査の要精検率（精密検査指示率）は適切で、精検受診率（精密検査実

施の把握率）はマンモグラフィ・乳房超音波・子宮頸部細胞診では適切である。上部消化管 X

線や便潜血等、一部低い項目もあるので更なる取り組みを望む。  



要治療と判定した検査の指示率は適切であるが、実施把握率は低い。精検対象者のＤ２判

定の方と同様に医師面談の際に受診勧奨が行われているが、受診に向けた更なる徹底が望ま

れる。追跡検査・経過観察と判定した検査についても、同様に把握率は低く、今後の取り組

みに期待する。  

市内外 23ヶ所の医療機関と連携し、受診予約代行や受診支援が行われている。連携機関と

は定期的な情報交換が行われて適切である。健診活動の報告送付やセミナーなどの案内はグ

ループ全体で適切に取り組まれている。  

健診結果の分析は、毎年年次報告書が作成され院内外に公表されている。受診者統計や日

本人間ドック学会などが実施する調査にも参加協力し、臨床研究（院内独自、大学と企業と

の共同、経産省と大学との共同）にも取り組まれている。適切な倫理審査が実施されている。

学会発表や論文も作成されている。  

保険者、事業所との連携体制は、毎年、保険者に受診状況を取りまとめて報告しており、

情報交換もなされている。渓仁会健康保険組合と連携したダイエットプログラム実施の取り

組みもある。ホームページには、有所見者率等の詳細なデータが掲載されている。  

改善目標を達成するため組織的に取り組み、活動結果を評価する仕組みも確立している。

2020年度には職員からアンケートにより 100項目以上の改善項目を吸い上げ、すでに 70項目以

上が解決済みである。解決した改善事項は職員へフィードバックされている。  

前回の指摘事項については、改善活動が行われている。  

 

総括  

人間ドックの充実に向けて取り組みが行われ、人間ドック健診施設としての方向性につい

ても、最新の情勢にあわせて常に見直しが行われている。職員にも浸透し機能評価受審を改

善に繋げるしくみができている。  

なお、医師による結果説明の体制については、実施率の更なる向上を目指した改善が期待

される。また、フォローアップ体制については、受診勧奨の充実が進められてはいるが、精

検実施率等の向上に向けて継続的な検討を望む。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）  に値すると判断する。  

 

審  査  日   2022 年  6 月  2 日  

認定承認日 2022 年  6 月 18 日  

 


